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 1. Fisher 8590 バルブ、2052 アクチュエータ
および DVC6200 デジタル・バルブ・コントローラー�

X0955-1

はじめに

������について
������は、NPS 3から24のFisher 8590 バルブの	
、メンテナンスおよび�$'(について��しています（)1）。 アクチュエー
タおよび#*$については+,のの���を-�してください。

バルブ、アクチュエータ、#*$の�り#け、�.、メンテナンスの/0な��を1けた��.��23は、8590 バルブの�り#け、�.、
またはメンテナンスを�わないでください。 ����や��の��を��するため、���の� および�!を"むこの�#$の%&をす
べて� 	く
み、��、'していただくことが��です。 ������の45に�するご�6については、.�を�める7に
エマソン:�;にお6い<わせください。

��
Fisher 8590 �=�バタフライバルブは、@れたシャットオフ=�を� し、B!CのDEおよび"F#GでごH$いただけます。 

8590 バルブは、ラグIまたはダブルフランジIのボディデザインでごH$いただけます。スプラインシャフトは、�々なばね・ダイアフラムQまたは%
&Qピストンアクチュエータと'み<わせてごH$いただけます。 スクエアIまたはキー#きシャフトは、�々なハンドレバーQ、ハンドホイールQま
たは%&Qピストンアクチュエータと'み<わせごH$いただけます。 これらの'み<わせによって、8590 バルブは、プロセス(�のスロットリング
とオン／オフ$*のX+にYZし、[,=の�い�=�バタフライバルブとしてごH$いただけます。 
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� 1. Fisher 8590 バルブの*+
*+ ASME

バルブボディのサイズ NPS 3、4、6、8、10、12、14、16、18、20 および 24

DEクラス CL600（ASME B16.34に./）

バルブボディの0�
WCC または CF8M (1.)

LCC、CD3MN、M35-2 および CW2M

ディスク0� CF8M (1.)、CD3MN、M35-2 および CW2M

ディスク2�のコーティング
クロムめっき（1.）

クロムコート 
クロムカーバイドコーティング

2�の34
RF フランジ2�（ASME B16.5 ./）

オプション56の RTJ フランジ2�（ASME B16.5./）

バルブボディのスタイル ラグI（シングルフランジ）、ドリルabフランジ7し8#きラグI、7し8#きダブルフランジI

シャフト34スタイル
NPS 3-24: スプライン（1.）

NPS 3-12: スクエア 
NPS 14-24: キー#き

9:c; MSS SP68、API 609、ASME B16.10 および EN558 <�に./

シャットオフ

ソフトシール: クラス VI

メタルシール: クラス IV、=+dのみ

Phoenix III シール: クラス VI、 =+d（>e）、?+d（オプション）

�Dシール: クラスVI、=+dのみ

@れ+d 1.（=+d@れ）とは、ディスクのシャフトfへgる@れ+d

@AB= リニア

ディスクのiC DEiり（CW）でF

��サービス
ごH$いただける Fisher 8590 バルブのコースおよびそのjG$のHIに�する'(は、2kまでお6い<わせください。

J�フイツシヤKQmL
MnN$opM$o1-2-5
OP 03-5769-6900

� 2. バルブサイズ、シャフト1、2���
バルブサイズ パッキン6のシャフト1 アクチュエータ6のシャフト1(1) シングルフランジ2��� ダブルフランジ2���

NPS mm インチ mm インチ kg lb kg lb

3 15.9 5/8 15.9 5/8 10.8 24 25.9 57 

4 19.1 3/4 19.1 3/4 21.6 48 48.1 106 

6 31.8 1-1/4 31.8 1‐1/4 45.5 101 97.1 214 

8 38.1 1-1/2 38.1 1‐1/2 80.2 178 145.6 321 

10 50.8 2 44.5 1-3/4 157 348 247.7 546 

12 57.2 2-1/4 50.8 2 213 473 316.6 698 

14 63.5 2-1/2 63.5 2-1/2 281 624 410 904 

16 76.2 3 63.5 2-1/2 395 876 571.5 1260 

18 88.9 3-1/2 76.2 3 563 1250 817.4 1802 

20 101.6 4 76.2 3 721 1600 989.3 2181 

24 114.3 4-1/2 76.2 3 1000 2220 1422 3135 

1. Fisher アクチュエータ
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 2. 9�:�なシール;<

1

Q：
このq+dYZシールは、リテーニングリングが、)の7り、バルブシャットオフDの�DfからSてk@fになるような	
がrTになります。
これらのs+dYZシールでは、「>e」バルブdきは、リテーニングリングが、シャットオフDの�DfからSてk@fになるような	
がrTになります。
NPS 3のみ。

2

�=（シャットオフ
?）

E0578

2

バックアップ
リング

シールリング

リテーニング
リング

シールリング

CDインサート

ボディ ボディ

バルブディスク バルブディスク

ソフトシール、バックア
ップ O リング�き

PHOENIX III
シール

2
�=（シャッ
トオフ?）

シールリング

リテーニングリング

�=シール（HPS）

�=（シャッ
トオフ?） 1バルブディスク

ボディ

リテーニング
リング

ボディ

バルブディスク

シールリング

メタルシール

�=（シャッ
トオフ?） 1

リテーニング
リング

はみIし�J
リング 3

バックアップ
リング

はみIし�J
リング 3

3

� 3. CW2M バルブのKL�&MN=O

�P
CW2M(1)

600(2)

�C bar

-29 ～ 38 
93 
149 
204 
260 
316 
371 
427 
482 
538  

103.4 
103.4 
100.3 
96.2 
91.7 
83.4 
78.3 
70.0 
62.1 
50.0

�F psig

-20 ～ 100 
200 
300 
400 
500 
600 
700 
800 
900 
1000

1500 
1500 
1455 
1395 
1330 
1210 
1135 
1015 
900 
725

1. この0�は ASME B16.34 にはリストされていません。「�り#け」のセクションもあわせて-�してください。
2. 600 VWは、XYDEu �EをWすためにのみv$されており、ASME DE"FレーティングクラスのwYではありません。
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� 4. QRの�P�S
�TU QR �P �C �P �F

バルブボディ

WCC Z -29 ～ 427 -20 ～ 800

CF8M(1) -254 ～ 538 -425 ～ 1000

LCC -45 ～ 343 -50 ～ 650

CD3MN -51 ～ 316 -60 ～ 600

M35-2 -198 ～ 482 -325 ～ 900

CW2M(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

ディスク

CF8M、ディスク2�クロムめっき -254 ～ 427 -425 ～ 800

CF8M、ディスク2�クロムめっき(1) -254 ～ 538 -425 ～ 1000

CF8M、ディスク2�クロミウム・カーバイト(1) -254 ～ 538 -425 ～ 1000

CD3MN (めっきなし)(2) -51 ～ 316 -60 ～ 600

M35-2 (めっきなし)(2) -198 ～ 482 -325 ～ 900

CW2M (めっきなし)(1)(2) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

シャフト

S17400 (H1025) -46 ～ 427 -50 ～ 800

S20910(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

S31803 -51 ～ 316 -60 ～ 600

N05500 -198 ～ 482 -325 ～ 900

N10276 -198 ～ 538 -325 ～ 1000

N07718(1) -254 ～ 538 -425 ～ 1000

ベアリング

PEEK [\(1) -73 ～ 149 -100 ～ 300

S31600 ]z(1) -254 ～ 538 -425 ～ 1000

R30006 (アロイ 6)(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

シール

ETFE ソフト・シール・リング

FKMバックアップリング#き ETFEソフト・シールリング -29 ～ 149 -20 ～ 300

EPRバックアップリング#き ETFEソフト・シールリング -54 ～ 149 -65 ～ 300

S20910/ETFE Phoenix III シールリング

FKM バックアップリング#き S20910/ETFE Phoenix III シールリング -40 ～ 149 -40 ～ 300

EPR バックアップリング#き S20910/ETFE Phoenix III シールリング -62 ～ 149 -80 ～ 300

メタルシール

S21800(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

S20910(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

�=シール

S21800 ]z(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

S20910 ]z(1) -198 ～ 538 -325 ～ 1000

パッキン

PTFE/カーボン{| PTFE（1.） -45 ～ 232 -50 ～ 450

ENVIRO-SEAL™ PTFE -45 ～ 232 -50 ～ 450

グラファイト^I~�リボン -198 ～ 538 -325 ～ 1000

ENVIRO-SEAL グラファイト -198 ～ 371 -325 ～ 700

1. 8590 バルブの1.	Eでの_�"Fは、538�C (1000�F) です。 �"アプリケーションでのv$については、エマソン:�;にお6い<わせください。
2.  ソフトシールとの�$のみ。

��
,にQ`されている�<をaき、��?4のキーb�は、) 13、14および 15 にWされています。

�!

(り�けVWを�う�は、XYを��するためにZ �の[!、"\、#$を]ず%�してください。

=Oを%^するパーツの&'によるXYや(�を�けるため、 `�abがバルブボディのレーティングあるいはフランジジョイントのレーティ
ング、または� 4 や)eに*+されているそのfのg,を-hに.えないよう� してください。`�abがこれらのg,iを./しない
よう、=Oを01またはg,するための2�を`�してください。 

jkのアプリケーションに(り�けるmnは、o()�#$の「メンテナンス」セクション（ページ 9）のs3にある�!をt4してくだ
さい。

www.Fisher.com
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� 

バルブの;5または;<QRは、おu+のご�v$に#*されている6wの=O、�P、=O7x、およびgyxの8zのabを
9たすために:ばれています。 {�のバルブボディ／トリムQ<の=みnわせでは、=O7xおよび�P�SD�がg,されるため、
バルブにこれらの*+}~のabを>�するmnは、]ず��にK�りのエマソン�W��にお�いnわせください。

ZおよびステンレスZのバルブボディの_�のc5g�DEは、V 1 でWされたDE"Fレーティングとqdしています。ただし、V 4 でトリ
ムとパッキン0eの"F=�にそのjの�fがaえられている�<をaきます。 さらに、バルブは CW2M バルブ��0�もH$��です。
CW2M バルブボディ0�は ASME B16.34 にQ`されていません。この0�で6られたバルブボディは、ASME フランジと3<することはでき
ますが、ASME DE／"Fレーティングに�まれていない�<は、ASME <�への�<がTgされるh
には	
できません。 CW2M
の5~0eからなる 8590 バルブボディの_�c5gEDEは、V 3 にWされています。

1. バルブボディのijやメンテナンスの:もk4して.�させるrTがある�<は、コントロールバルブアセンブリの�lに�+�のバイパスを�
り#けます。

2. バルブボディをijし、mnがないことをopしてください。

3. バルブは7�、バルブボディにアクチュエータを�り#けた�で、コントロールバルブアセンブリのq�としてqrされます。

バルブボディとアクチュエータを,々にsgした�<、あるいはアクチュエータがメンテナンスのために�り3されている�<は、ラインにバルブボデ
ィをtgする7に、アクチュエータを�り#け、バルブをFじるためにアクチュエータトラベルをuvします。 アクチュエータのuvプロセスでEwを
�うrTがあるため、これはxTです。.�を��する7に、������の「アクチュエータの�り#け」セクション（ページ 22）ならびにア
クチュエータの�����の�り#けとuvの�?を-�してください。

4. 34されるパイプラインをijし、パイプのスケールやy3スラグなど、バルブボディのシートにz�を�えるmnが�もないことをopしてくだ
さい。

� 

バルブボディに�?されているパイプフランジまたはパイプのいずれかがディスク�@のABを�げたmn、ディスク（キー 6）に��がCこ
ります。 ただし、スケジュール 80 のパイプもしくはD�するENパイプのサイズと�Eかそれ}�の%1を�する�?されるパイプフランジ
またはパイプのFにバルブボディが(り�けられているmnであれば、�GをCこさずにディスクを�@させることができます。 �HのIwよ
り�さな%1のパイプをバルブに�?するmnは、バルブをV�させる�に��にJwを�い、ディスクの�@が��されないことをKLす
る]�があります。

5. 7�の@れ+dでは、シールのリテーナ（キー 16）がk@fをdいた�になっています。また、バルブボディについている@れ+dをWす{
�でも、7�の@れ+dをopすることができます。 |+dの@れは、��なシールをv$したc5DE}k!C4でv$��です。

� 

8590 ディスクの�@は、Mけるには、�?N��（バルブディスクのアクチュエータ6からOたmn、
 12 t4）にディスクを90
Pまで�します。

6. ディスクが「F」の�
になった~�でラインフランジガスケットを�り#け、パイプラインフランジ:にバルブをtgします。 フラットシートガス
ケット、または、D���が��な43�が#いている���ガスケットをv$してください。 D���が��な43�が#いていない�
��ガスケットをラインフランジガスケットの��にv$することはおeめできません。

www.Fisher.com
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�り�げガイドライン
NPS 6から24のバルブボディでは、�り�げ$のネジ8は1.��です。これはスイベルホイストリングをv$して、バルブまたはバルブとアクチュ
エータアセンブリを�り�げる�にrTとなります。 アイボルトは、バルブを	
またはメンテナンスするのにrTな、すべての�り�げ�FにY
Zすることができませ ん。 アイボルトのY�x=�は、�+d23でv$した�<には��に� します。 そのため、アイボルトのv$は
pめら れていません。

� 

バルブ／アクチュエータアセンブリを�り�げるmnは、��TとPQがVW�に��しないよう� しなければなりません。 バルブ�
�は� 2 に*+されています。アクチュエータの��にRしては、S�する�#$をt4してください。]ずすべてをnNした��を�り�
げることができる、>�な�り�げストラップ／ホイストリングを`�してください。

�!

バルブアセンブリのgyされていないT�やUxによる����または��の��を��してください。

�り�げVW�はディスクが�@しないよう� してください。 �り�げ�、ディスクの�@がgyされていないmn、����にVび�く
おそれがあります。

スイベルホイストリングは、バルブおよびアクチュエータのみの�り�げに>した�Wとなっています。 スイベルホイストリングで�り�げる
mn、バルブおよびアクチュエータアセンブリにPQあるいはfの;5(を(り�けないでください。

]�に�じてX�の�り�げ／��の�Wを"めて、=YユニットのZ[の�れやT�が\]するおそれのある ¡^な_�を��する
ために、>�な¢�£�を`じてください。

バルブまたはバルブ、およびアクチュエータアセンブリを�り�げるmn、アイボルトは`�しないでください。これは、バルブのメンテナンスお
よび��に¤�の:¥a_bPが]�なためです。

��な�り�げ�Wに¦わないmnは、��の��および／または����がV§として]じるおそれがあります。

バルブ／アクチュエータアセンブリの�り�げ

アセンブリを�り�げるためには、スイベルホイストリングをバルブボディのネジ8のうちの1つあるいは2つに�り#けます（) 3 を-�）。 ネジの
サイズはV 5 にWされています。バルブおよびアクチュエータアセンブリを�り�げる�<、�り�げ�.の¡w=をouするためアクチュエータの
まわりにストラップがrTとなる�<があります。 アクチュエータでストラップをv$する�<は、�り�げ�
がx¢（CG）より�にあることをo
pしてください。これは、アクチュエータ�り�げ£の��¤�を�ぐためです。 アセンブリのx¢に�しては�¥する'�)を-�してください。

バルブのみの�り�げ

バルブを�り�げるには、スイベルホイストリング2+をボディへtgします。 ネジのサイズはV 5 にWされています。�り�げ£のシャフトのiC
を�ぐため、バルブがFの~�で、パッキンが�め#けられていることをopしてください。 アクチュエータが#いていない�<は、バルブディスクは、
�り�げ.�£に¦§�による�きな��Aが�じた�<、��にiCします。 パッキンおよびシールの��がディスクのiCを�ぎますが、
バルブを�り�げる�には、��な¨��
を�じてください。

7. フランジの:にバルブをtgし、2+2�のラインフランジスタッドをラインフランジに�り#け、バルブのセンタリング�#けを�う:バルブを|し
い�
にu できるようにします。 ディスクのクリアランスをouするため、©xにフランジ�でバルブをセンタリング�#けします。

�*

ラインフランジスタッドは��ªを«¬したにフランジにtgします。 rTな�<は、コントロールバルブアセンブリには�<xAにZじて、
さらに��サポートを�aしてください。
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 3. ラグ¨バルブボディ�り�げネジª�（NPS 10 �c）

�り�げネジ
�り�げネジ

Q：
      ¯Yのfの8も°じです。
      NPS 10-24のみ。

21 1

1

2

� 5. バルブoz�り�げのネジ«¬

NPS ネジdの
ネジのサイズ ネジの	さ

インチ mm インチ

6 2

3/4 - 10 41.9 1.658 2

10 4

12 4
1 - 8 55.9 2.20

14 4

16 4

1-1/4 - 7 68.8 2.7118 4

20 4

24 4 1-1/2 - 6 82.8 3.26

�り�げネジ�り�げネジ


 4. ダブルフランジ¨�り�げネジª�

�り�げネジ
�り�げネジ

1

Q: 
     ¯Yのfの8も°じです。

1

1
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� 6. ダブルフランジ¨バルブボディ�り�げのネジ«¬

バルブサイズ、NPS ネジdの
ネジのサイズ ネジの	さ

インチ mm インチ

3

8

3/8 - 16 14.2 0.56

4 1/2 - 13 19.1 0.75

6

3/4 - 10 41.9 1.658

10

12 1 - 8 61 2.4

14 44.5 1.75

16
1-1/4 - 7 69 2.72

18

20
1-1/2 - 6 72.6 2.86

24

� 7. ラグ¨バルブ®¯ラインボルトe

バルブサイズ
ラグ¨ボディ、fしd�き ラグ¨ボディ、ネジd�き

1およびネジ
のサイズ
(インチ)

スタッド
ボルト

eさ A (インチ)

シャフトdのgh
スタッド
ボルト

eさ C
(インチ)

スタッド
ボルト

eさ
B(1)（インチ）

シャフトdのgh

NPS
スタッド
ボルト

eさ
B(1)（インチ）

スタッド
ボルト

eさ
B(1)（インチ）

3 3/4 - 10 8 7.5 - - - - - - 8 7.5 - - - - - - - - - - - -

4 7/8 - 9 8 9 - - - - - - 8 9 - - - - - - - - - - - -

6 1 - 8 12 10.5 - - - - - - 12 10.5 - - - - - - - - - - - -

8 1-1/8 - 8 12 12.5 - - - - - - 12 12.5 - - - - - - - - - - - -

10 1-1/4 - 8 12 13.5 8 6 - - - - - - 24 7.5 8 6

12 1-1/4 - 8 16 14.5 8 6 - - - - - - 32 7.5 8 6

14 1-3/8 - 8 16 15.75 8 6.5 - - - - - - 32 8 8 6.5

16 1-1/2 - 8 16 17.25 8 7 - - - - - - 32 8.5 8 7

18 1-5/8 - 8 16 19 8 7.5 - - - - - - 32 9 8 7.5

20 1-5/8 - 8 20 20 8 8 - - - - - - 40 9.5 8 8

24 1-7/8 - 8 20 22.25 8 9 - - - - - - 40 11 8 9

1. ) 5でWされるようなフルスタッドのネジ±<。

� 8. ダブルフランジ¨®¯ラインボルトe
バルブサイズ、

NPS 1およびネジのサイズ (インチ)
ダブルフランジ¨ネジd�き ダブルフランジ¨ネジd�き

スタッドボルト eさ D（インチ） スタッドボルト eさ E（インチ）

3 3/4 - 10 12 5.25 4 4

4 7/8 - 9 12 6 4 4.5

6 1 - 8 20 7.25 4 5.5

8 1 1/8 - 8 20 8.25 4 5.75

10 1 1/4 - 8 28 8.75 4 6

12 1 1/4 - 8 36 9.25 4 6

14 1 3/8 - 8 32 9.75 8 6.75

16 1-1/2 - 8 32 10.25 8 7

18 1-5/8 - 8 24 11.25 16 7.75

20 1-5/8 - 8 32 11.75 16 8

24 1-7/8 - 8 32 13.5 16 9
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 5. スタッドボルトの(り�け（� 7 も±せてt4）

ラグ¨バルブボディ、fしd�き ラグ¨バルブボディ、ネジd�き

A C B B


 6. (り�け�ダブルフランジ¨スタッドボルト（� 8も±せてt4）

ダブルフランジ¨バルブボディ
（fしd�き）

ダブルフランジ¨バルブボディ
（ネジd�き）

D
E

�!

ネジ�りされたラインボルトdの�いたラグ（(っ[）バルブボディでは、ラインボルトが²しくに(り�けられていないと、Z\iなプロセス
=Oの³IによりXYや(の&�にjることがあります。 ラインボルトのネジをK´に²しくかみnわせるには、]ずラインスタッドをネジ
�µの�¶にP�し、·スタッドのネジがボディ%で¡Eにかみnうようにしなければなりません。 
 5 をt4してください。

8. バルブボディのセンタリングが�わったら、�りのラインフランジボルトにまず��ªを«¬し、パイプラインにバルブが²wされるようしっかり�り
#けます。 バルブ、ガスケット、フランジの³びを�|にするため、ラインフランジスタッドにナットを�´に（/µを くような?に）�め#けて
ください。

�!

8590 バルブボディは、パイプラインに(り�けた?kではアースがされていないmnがあります。 :lDあるいは¸mなabで、または
noを`�するアプリケーションでバルブを`�するmn、バルブコンポーネントからのpqrによりs\にjる:�Dがあります。 XYや
(の&�を��するため、:lDや¸mなabxでコントロール・バルブ・アセンブリをV�させるmnは、]ず��にバルブボディをパイ
プラインにK´にアースをしてください。
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�*

8590 バルブの1.のパッキンは、¶¡p·でのv$においてシャフトをバルブボディにO&¢<できるよう、¸¹ºO=のパッキンリング（グラ
ファイトGリボンパッキン）または�0ºO=のパッキンリング（PTFE Vリングパッキン#き£¤{|PTFEメスアダプタなど）で5~されていま
す。 ¥¤をv$するアプリケーションでは、¦のステップに»ってシャフト－バルブボディの¼¨の¢<�
を�じてください。

9. ¥¤を$いるアプリケーションの�<、¢<ストラップアセンブリ（キー 34、) 7 -�）をクランプ（キー 33、) 7 -�）でシャフトに�り
#け、¢<ストラップアセンブリのもうq+の2を©さえねじ（キー 31）でバルブボディに�り#けます。

�!

パッキンのtれがº»で����を]じることがあります。バルブパッキンはI_�にuめてありますが、6wの`�abを9たすためにパッ
キンの¼v½が]�なことがあります。


 7. シャフト－バルブボディVnストラップアセンブリ（オプション）

33 34

ENVIRO‐SEAL パッキンシステム#きバルブでは、このような½ªの¾uvは¿Tです。パッキンのv$+;については、ロータリバルブ$
ENVIRO-SEAL パッキンシステムの����� (D101643X012) を-�してください。 «Àおvいのパッキンアレンジメントを
ENVIRO-SEAL パッキンに¤¬することをごÁの�<は、������のパーツキットのサブセクションにq®されているレトロフィットキ
ットをご-�ください（ページ 23）。

メンテナンス
バルブボディの�$には7�のv$による¯°が±こるため、wª�にijしパーツを�Â��するrTがあります。 ijおよび��の�ª
はv$#Gがどれほど²³であるかによりmなります。このセクションには、トリムコンポーネントの��、ディスクiCまたはバルブ.�の¤¬、アク
チュエータの�り#けとuvについての�?��がQ`されています。

これらの�?��では、「アクチュエータ」は、�Eアクチュエータ（%&Qダイアフラム、ピストンアクチュエータ、ラック／ピニオンアクチュエータなど）
を´します。

�!

Z\iなプロセス=Oの³Iやパーツの&'によるXYや(の&�を�けることが��です。 メンテナンスVWを¾める�に、	のkに�
 してください。

http://www.emerson.com/documents/automation/127436.pdf
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�  バルブ%に=Oが¿っているFは、バルブからアクチュエータを(り~さないでください。

�  メンテナンスVWを�う�は、Z �の[!、"\、#$をÀに%�してください。

�  アクチュエータにxr=、qO、またはgyÁÂをÃyしているV�ラインの�?をすべて~します。 アクチュエータによってバルブのÄ
なMzが]じないことをKLしてください。

�  バイパスバルブを`�するか、プロセスをÅ�にÆJさせて、バルブをプロセス=Oから{|してください。プロセス=Oは、バルブ
のÇ6から�³してください。プロセスÈzをバルブのÇ6からÉIしてください。

�  アクチュエータのローディング=Oを³Iし、スプリングのÊË=}を�³してください。

�  ロックアウト[~を´�して、ÌÍでのVW�に�*のÎ�が�?iに�ÏであることをKLしてください。

�  バルブをパイプラインから(り~したあとも、バルブのパッキンボックスには��されたプロセス��が�まれている� があります。
パッキンの�Ð�やパッキンリングを(り~す�、またはパッキンボックスのパイププラグを�める�に、プロセス8zがÑきIすことがあ
ります。

�  プロセスÈzからのZ に]�な�Ò£�については、プロセスまたは��Ó�Ô��にKLしてください。


 8. パッキンアレンジメントの��

Õ�パッキンPTFE V リング グラファイトリボンGE71524-A GE71528-A

ENVIRO‐SEAL パッキンシングル PTFE パッキン グラファイトパッキン
GE40113‐A GE40118‐A

�*：
  ÖqDのパッキンでは、PTFE V リングパッキンのメスアダプタはカーボンØÙ PTFE です。1

パッキンのメンテナンス
H$��なパッキン5~については、) 8 を-�してください。�セクションのメンテナンス.�はすべて、バルブをラインに�り#けた~�で��
できます。 パッキンは PTFE V リングまたはグラファイトのものをv$できます。

8590 バルブでは ENVIRO-SEAL パッキンシステムもごH$いただけます。ENVIRO‐SEAL パッキンシステムをµÃのバルブに�り#けるに
は、パッキンシステム（D101643X012）に°¶されている�����の´Wに»ってください。 ENVIRO‐SEAL パッキンシステム#きバル
ブ4のパッキン�$を�り3すには、�セクションにQ`されている ENVIRO‐SEAL パッキンシステム#きバルブのための�?に»ってください。
��$のパッキンの�り#けは、パッキンシステムの����� (D101643X012) の�?に»って�ってください。

http://www.emerson.com/documents/automation/127436.pdf
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�れを�める

PTFE またはグラファイトパッキン�きのバルブのmn：

� 

パッキンフランジのuめÒ1は、シャフトのtれを�ぐのに]�Úµなレベルにしてください。 uめ/ぎはパッキンの��がÒ�されるのみ
で、バルブのuめ�けトルクが/Ûになる:�Dがあります。

パッキンフォロア�lの·れを�めるには、パッキンフランジナット（キー 27）を�めます。

パッキンが¸¹�ºしく、シャフトにしっかりÅ»しており、パッキンフランジナットを�めても·れが�まらない�<は、シャフトに¯°またはÆみ�
があるため、シールが|しくÅÇされない��=があります。 ·れがパッキン3Èから�じている�<、パッキンボックスÉの�りのÆみ�や�り
�が·れのÊËであることがあります。 パッキン��.�の�?では、シャフトとパッキンボックスÉ9のÆみ�、�り�についてもijしてくだ
さい。

ENVIRO‐SEAL パッキンシステム�きバルブのmn：

¼ばねが「�1��」まで�められている�<に、ENVIRO‐SEAL パッキンシステムの =�は_�な~�になります。 �1��とは、スプリン
グが _�D�の 85%（ほぼフラットな~�）までD�された�
を´します。 _�D�とは、スプリングが 100% D�された~�（¸¹
にフラッ トな~�）です。

7�の#Gkではパッキンナットを�め½すrTはありませんが、メンテナンスDにスプリングが�1��の 85% のD�~�を� しないことが
わかった�<には、¦の�?に»ってパッキンボックスのナットを�め½してください。

1. パッキンフランジをバルブフランジとÌ�にuちながら（) 8 -�）、¼ばねが 100% �まるまで（¸¹にÌたくなるまで） パッキンフラン
ジナットを�´にÍ¾に�めます。

�  PTFE パッキンのmn、Î パッキンフランジナットをÏiC0（180� のiC）¿めます。

�  グラファイトパッキンのmn、Î パッキンフランジナットをÐ0のq (1/4) iC0（90� のiC）¿めます。

これで�1��の 85% のD�がÀ~されたことになります。·れがÑÁk4する�<は、2kの�?に»ってパッキンコンポーネントを��し
てください。

パッキンの� 

パッキン��を�うにはアクチュエータを�り3すrTがあります。さらに、ディスクの�
を|しく¾uvできるよう、バルブもパイプラインから�り3
すrTがあります。

�!

�@�のディスクの��にはLきなÜÝOがあり、��すると����にjるおそれがあります。 ��を�けるため、ディスク（キー 6）
を�@させているFはディスク�とのFに]ず��な�|をZってください。

� 

パイプラインからバルブを(り~すVWの�にディスクがzまっていないと、ディスク（キー 6）が��をÞけることがあります。 バルブを
パイプラインから~すVWでは、ディスクをzまった�ßにZつため、]�に�じてアクチュエータに{?iにV�=Oをかけてください。
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PTFE またはグラファイトパッキン�きのバルブのmn：

,にQ`されている�<をaき、��?4のキーb�は、) 13、14および 15 にWされています。

1. コントロールバルブをラインDからÂÃし、バルブボディのXfからDEをÄÅして、バルブのXfからプロセスÒ�をÆÓします。 アクチュエー
タをv$している�<は、さらにアクチュエータへのDEラインをすべて�め、アクチュエータからDEをすべてÄÅします。 ロックアウト�?を�
�して、ÇÔでの.�£に�QのÕ
がk4�にÈÖであることをopしてください。

� 

	のステップでアクチュエータを(り~す�は、ホイールプーラを`�してバルブシャフトからアクチュエータのパーツをµ|させます。 アクチュ
エータのパーツはバルブシャフトからàいて(り~さないでください。àくとバルブトリムのコンポーネントが��するおそれがあります。

2. ,×のアクチュエータの�����の�?に»ってアクチュエータを�り3し、¦に©さえねじ（キー 31）を�り3します。 ストラップ
（キー 34、) 7）がv$されている�<は、クランプ（キー 33、) 7）を�り3します。

3. パッキンフランジナット（キー27）とパッキンフランジ（キー 25）を�り3して、パッキンフォロア（キー 24）をØきÉきます。

4. v$されている�<は、ドライブシャフト（キー 7） からブローアウト��リング（NPS 3-8）（キー 23）を�り3します。

5. Ùいパッキンリング（キー22）およびパッキンボックスリング（キー21）を�り3します。 シャフトやパッキンボックスÉ�に�り�を#けな
いよう©xに.�を�い、z�をÊけてください。z�させるとシャフト�lに·れが±こるÊËとなることがあります。 パッキンのシールÖËを
ÚげるmnをaÛするため、�gれが��な^*パーツと^*9をすべてきれいにします。

�!

noを`�するアプリケーションのmnや、��áがプロセスÈzに>nしないmnには、パーツの��を�わないでください。 ��áの
`�には、いかなるmnも、オイル／noの�nガスをC»とするÈzのZ\iなs\の:�Dがãっており、\]したmnにはXYや
(の&�にjります。

6. パッキンは2kの�¥する�?に»って�り#けてください。

�  ) 8にWすように、パッキンを�り#けてください。NPS 3-8 の�<は、2 +のパッキンボックスリング（キー 21）が、パッキンセットの
��とk�でv$されています（ÌÍについては、) 8、13、14 を-�）。 NPS 10-24 のmn、パッキンボックスリング
（キー 21）1 +のみが、パッキンセットのk�のディスクに_もÎい2でv$されています（ÌÍについては、) 15を-�）。

�  グラファイトのリボンパッキンの�<、パッキンリングとパッキンワッシャをqÏにxね、このままパッキンボックスのできるだけÝまでtgし
ます。この�、リング°Þの:に%&がFじÐめられた~�にならないよう、/0にßしてください。

�  v$されている�<は、ドライブシャフト（キー 7）のÑの£にブローアウト��リング（NPS 3-8）（キー 23）を�り#けます。

�  パッキンフォロアおよびパッキンフランジを�り#けます。

�  パッキンフランジナットを�り#け、7�の.�#Gkで·れを�めるのに/0なÒFだけ�めます。それ2�は�めないでください。

�  ¥¤を$いるアプリケーションの�<、¢<ストラップアセンブリ（キー 34、) 7 -�）をクランプ（キー 33、) 7 -�）でシャフトに�り
#け、¢<ストラップアセンブリのもうq+の2を©さえねじ（キー 31）でバルブボディに�り#けます。

7. アクチュエータを�り#けた、バルブを¾び.�させる7に、������の「アクチュエータの�り#け」セクション（ページ 22）に»っ
てバルブのF�
をuvします。

8. コントロールバルブを.�させたときにパッキンフォロアの�lを·れについてijし、rTにZじて、Óめられているボルト�め�?に»いパッ
キンフランジナットを�め½します。
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ENVIRO‐SEAL パッキンシステム�きバルブのmn:

1. コントロールバルブをラインDからÂÃし、バルブボディのXfからDEをÄÅして、バルブのXfからプロセスÒ�をÆÓします。アクチュエータ
をv$している�<は、さらにアクチュエータへのDEラインをすべて�め、アクチュエータからDEをすべてÄÅします。ロックアウト�?を��
して、ÇÔでの.�£に�QのÕ
がk4�にÈÖであることをopしてください。

� 

アクチュエータを(り~す�は、ホイールプーラを`�してバルブシャフトからアクチュエータのパーツをµ|させます。 アクチュエータのパー
ツはバルブシャフトからàいて(り~さないでください。àくとバルブトリムのコンポーネントが��するおそれがあります。

2. ,×のアクチュエータの�����の�?に»ってアクチュエータを�り3し、¦に©さえねじ（キー 31）を�り3します。 ストラップ
（キー 34、) 7）がv$されている�<は、クランプ（キー 33、) 7）を�り3します。

3. パッキンの 2 +のà�ナットをÍ¾に¿めてスプリングáEをÄÅし、ナットを3します。　

4. パッキンフランジとスプリングパックアセンブリを�り3します。スプリングパックアセンブリは、スプリングスタックとパッキンフォロアにより5~されてい
ます。 スプリングスタックは O リングによってパッキンフォロア�にu されています。 v$されている�<、ドライブシャフト（キー 7）からブロ
ーアウト��リング(NPS 3-8）（キー 23）を�り3します。 はみÓし��ワッシャ、パッキンセットおよびパッキンリングを�り3します。

� 

>²なシールÏ§をäてこれを��するには、バルブシャフト�の�ßが�Àに��となります。 バルブシャフト�にåり�、æみ�、
くぼみ、��があるmnには、パッキンシステムをçèする�にバルブシャフトをçèしてください。

5. µÃのバルブシャフトをijします。rTな�<は「ディスク、シャフト、またはベアリングの��」セクションの�?に»ってバルブシャフトを��
してください。

6. ロータリバルブ$の  ENVIRO-SEAL パッキンシステムの�����（D101643X012）の�?に»って、ºしいパッキンシステムコンポ
ーネントを�り#けます。 NPS 3-8 の�<は、2 +のパッキンボックスリング（キー 21）が、パッキンセットの��とk�でv$されてい
ます（ÌÍは、) 8、13、14を-�）。 NPS 10-24 のmn、パッキンボックスリング（キー 21）1 +のみが、パッキンセットのk�の
ディスクに_もÎい2でv$されています（ÌÍについては、) 15 を-�）。

7. パッキンフォロアを�り#ける7に、v$されている�<は、ドライブシャフト（キー 7）にブローアウト��リング（NPS 3-8）（キー 23）
を�り#けます。

8. アクチュエータを�り#けた、バルブを¾び.�させる7に、������の「アクチュエータの�り#け」セクション（ページ 22）
に»ってバルブのF�
をuvします。

シールリングアセンブリの��
この�?はコントロールバルブが|しくシャットオフしていない（k@に·れを±こしている）�<にのみ��してください。 この.�では、アクチュ
エータをバルブボディから�り3すrTはありません。

,にQ`されている�<をaき、��?4のキーb�は、) 13、14 および 15 にWされています。

1. コントロールバルブをラインのDEから0Ãし、バルブボディからDEをÄÅします。 アクチュエータからのすべてのラインを�め、34を3し
ます。

�!

�@�のディスクの��にはLきなÜÝOがあり、��すると����にjるおそれがあります。 ��を�けるため、ディスク（キー 6）
を�@させているFはディスク�とのFに]ず��な�|をZってください。

http://www.emerson.com/documents/automation/127436.pdf
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� 

パイプラインからバルブを(り~すVWの�にディスクがzまっていないと、ディスク（キー 6）が��をÞけることがあります。 バルブをパ
イプラインから~すVWでは、ディスクをzまった�ßにZつため、]�に�じてアクチュエータに{?iにV�=Oをかけてください。

2. フランジボルトを¿め、バルブをパイプラインから3します。

3. ) 10 に»って、「F」�
からディスクを 180� iCさせます。

4. リテーナネジ（キー 17）を¿め、シールリテーナ（キー 16）を�り3します。

5. リテーナを3すため、リテーナねじジャッキの8にリテーナネジをねじÐみます。
これらのネジ8はリテーナを�り�げるためにv$することができます。ネジのサイズはV 9 にWされています。

6. リテーナガスケットを�り3して、ボディのガスケットÑおよびリテーナV9をきれいにします。

7. シールリングアセンブリ（キー 19）を�り3します。

ソフトシールの%り&け
1. ��$シールリング（キー 19）の�
をopし、リングの�~にßします。 リングは) 9でWされているように2�のq+のÈがが�

きく、j+のÈがâさくなっています。 3ÈのまわりにBいÑがあります。

バルブボディにシールリングを�り#ける7に、シールリングのBい3�Ñにバックアップリング（キー 20）を�り#けておきます。

2. バルブには、シールリングおよびバックアップリングアセンブリを�り#けるrTがあります。 シールリングの�きい+の3Èは、) 9にWされ
たバルブボディのT-スロットの�0にgります。 ã2がÔHでないドライバで、バルブボディのT-スロット4に、シールリングの�きいÈの+の2
�を�り#けます。


 9. シールの(���

GE72629-A

16B7093-A

KL~1
KL~1

3. シールリングとバックアップリングがバルブボディのT-スロットに¸¹にかみ<うまで、©xにバックアップリングをバルブボディのT-スロットへkdき
にäしÐみます。 ) 2 に»って、©しÓし��リングを�り#けます（NPS 3のみ）。

4. バルブボディのÑにリテーナガスケット（キー 18）を�
します。
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リテーナガスケット（キー 18）は�いグラファイトQ<です。(り)いのFにガスケットを&�しないように� してください。

5. シールとガスケットを
いてから、シールリテーナ（キー 16）およびネジ（キー 17）を¾F�り#けます。 シールリテーナがå½+dにÕ�
できなくなるよう、リテーナネジを�め#けます。ã2がÔHでないツールをv$して、シールリテーナのkにシールリングのリップを©xにäしÐ
みます。

6. シールがシールリテーナのリップのkにきたら、V 9 に»ってネジを�め#けます。 ��でバルブシャフトをDEiりに180° iCさせ、「F」
�
にディスクをæします。 �り#けにã�ってこれらのネジが�め#けられていることをopしてください。

7. ������の「アクチュエータの�り#け」セクションに»ってバルブを�り#ける7に、ディスクがFじられていることをopしてください。

メタルシールの%り&け
1. ディスクが「F」�
にある~�で、シールリング（キー 19）をディスク（キー 6）の�に
きます。 リテーナをシール�にセットして、

シールとリテーナで��にvçされたことをopします。 ) 2 に»って、©しÓし��リングを�り#けます（NPS 3 Phoenix III のみ）。

2. バルブボディのÑにリテーナガスケット（キー 18）を�
します。

� 

リテーナガスケット（キー 18）は�いグラファイトQ<です。(り)いのFにガスケットを&�しないように� してください。

3. バルブボディにシールリテーナ（キー 16）を#けて、リテーナネジ（キー 17）を�めます。 リテーナのå½+dにÕ�できなくなるよう�め#
けます。

4. バルブシャフトを90� iCして3 iÖ／Fします。

5. ディスクを「F」�
の~�にして、V 9に»ってリテーナネジを�めます。

6. ������の「アクチュエータの�り#け」セクションに»ってバルブを�り#ける7に、ディスクがFじられていることをopしてください。

ディスク、シャフト、またはベアリングの��
,にQ`されている�<をaき、��?4のキーb�は、) 13、14 および 15 にWされています。

� 9. ®¯されるリテーナネジのトルク
é�êフランジ RTJフランジ

バルブサイズ
NPS ネジのo

ネジのサイズ
トルク

バルブサイズ
NPS ネジのo

ネジのサイズ
トルク

CL 12.9 / NCF1 ネジ B8M CL2 と B7M ネジ

インチ N ·m Lbf ·ft インチ N ·m Lbf ·ft

3

2
1/4-20 14 10.5

3 10 1/4-20 9 6.75

4 4 8 1/4-20 9 6.75

6 6 12 1/4-20 9 6.75

8 8 16
5/16-18 19 14

10 4 10 22

12

2

1/2-13 88 65

12 12

1/2-13 80 5914 14 20

16 16 24

18

4

18 22
5/8-11 161 119

20 20 24

24 24 12 1-8 651 480



()�#$ 
D104016X0JP

8590 バルブ
2019\1-

17

� 10. フォロワシャフトの%�ネジ
バルブサイズ

ネジのサイズ
NPS

3 10-24

4 1/4-20

6
3/8-16

8

10
1/2-13

12

14

5/8-11

16

18

20

24

1. コントロールバルブをラインDからÂÃし、バルブボディのXfからDEをÄÅして、バルブのXfからプロセスÒ�をÆÓします。 アクチュエー
タをv$している�<は、さらにアクチュエータへのDEラインをすべて�め、アクチュエータからDEをすべてÄÅします。ロックアウト�?を�
�して、ÇÔの.�£に�QのÕ
がk4�にÈÖであることをopしてください。

� 

	のステップでアクチュエータを(り~す�は、ホイールプーラを`�してバルブシャフトからアクチュエータのパーツをµ|させます。 アクチュ
エータのパーツはバルブシャフトからàいて(り~さないでください。àくとバルブトリムのコンポーネントが��するおそれがあります。

2. ,×のアクチュエータの�����の�?に»ってアクチュエータを�り3し、¦に©さえねじ（キー 31）を�り3します。 ストラップ
（キー 34、) 7）がv$される�<は、クランプ（キー 33、) 7）を�り3します。

3. パッキンフランジナット（キー 27）とパッキンフランジ（キー 25）を�り3して、パッキンフォロワ（キー 24 または 29）をØきÓします。

)*
1. ������の「シールリングアセンブリ の��」セクションのステップ 3 ～ 7 に»ってシールリングアセンブリを�り3します。

2. v$されている�<は、à�ナット、F�フランジ、ガスケット（キー 5、2 および 3）を�り3します。

3. F�フランジ（キー 2）、およびバルブボディ（キー 1）の2�のガスケットV9をきれいにします。

4. ) 10 にWされているように、「F」�
からディスク（キー 6）を180� iCさせます。

5. ディスクからシャフトピン（キー 9）を�り3します。ピンは、V 11にWす4�ネジのタッピングによって�り3すことができます。

� 11. ピンの(り~しネジî
バルブサイズ ネジのサイズ

NPS インチ

3 6-32

4
10-24

6

8

3/8-16

10

12

14

16

18

20

24
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	のステップでシャフトを~してしまうと、バルブボディからディスクがUxする:�Dがあります。 XYやディスクの&�を��するため、
シャフトを~すVWでは、Uxしないようにディスクをïさえながら�ってください。

6. v$されている�<は、バルブボディの3fの2からフォロワシャフト（キー 8）をØきÓします。 フォロワシャフトを¸¹にØきÓせない�<
は、フォロワシャフトの2�の4�がボルトやスタッドをネジ�めするためにネジ�りされているので、ドライブシャフトをØきÓす�にè�ちます
（V 10-�）。

7. ドライブシャフト（キー 7）をバルブボディのアクチュエータfの2からØきÉき、v$されている�<は、ブローアウト��リング（キー 23）
をドライブシャフトから�り3します。シャフトの2�の4�はネジ�めするためにネジ�りされているので、ドライブシャフトをØきÓす�にè�ち
ます（V 10 -�）。

8. ディスク（キー 6）をバルブボディからシールと¯Yfのf9を7して�りÓします。

9. パッキン（キー 22、) 8 -�）、パッキンボックスリング（キー 21、) 8 -�）を�り3します。

10. ベアリング（キー 14 および 15）のいずれかで��がrTな�<は、それらを�り3します。

11. パッキンボックスをきれいに×Øします。

+,

�!

noを`�するアプリケーションのmnや、��áがプロセスÈzに>nしないmnには、ベアリングの��を�わないでください。 ��á
の`�には、いかなるmn も、オイル／noの�nガスをC»とするÈzのZ\iなs\の:�Dがãっており、\]したmnにはXY
や(の&�にjります。

� 12. ]�とされるzJフランジボルトのトルク

バルブサイズ スタッドサイズ
スタッドQ<(1)

SA193 B8M CL2、SA193 B7M/NCF2、SA453
660、SB164 N05500 スタッド

N07718 スタッド

NPS インチ N�m lbf�ft N�m lbf�ft

8 1/2-13 95 70 149 110

10 5/8-11 190 140 298 220

12 3/4-10 325 240 508 375

14
7/8-9 481 355 827 610

16

18 1-8 719 530 1261 930

20
1-1/8-8 1044 770 1627 1200

24

1. スタッドとナットのネジéは��な¨�xをÀ~するために��がrTです。
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 10. ピン(り~しおよびソフトシール(り�け?のディスク��

ジャーナル
ベアリング バルブボディ

ディスク
ピン

ドライブシャフト

スラストベアリング

� 

	の[~で(り�けるmn、�Tの��を��するために、NPS 3、4、6 のスラストベアリングの�きが²しいことをKLしてください。
スラストベアリングの²しい�きについては、
 11 をt4してください。
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 11. NP 3、4 および 6 のスラストベアリングの�き

1. ºしいベアリング（キー 14および15）がrTな�<は、バルブボディに�り#けます。 スラストベアリング（キー 15）を�り#ける7に、
ジャーナルベアリング（キー 14）を�り#けます。 NPS 3-6 バルブにスラストベアリングを�り#ける�<は、) 9 にWすように、
スラストベアリングのÌ9がシール8のkで|しいdきであることをopしてください。NPS 8-24 スラストベアリングを�り#ける�<は、
êIスラストベアリングがボディのスラストベアリングの2ぐり8に¸¹に»ëしていることをopしてください。 NPS 3-6 バルブの�<は、
アセンブリ 1 +¥たり、3 +のジャーナルベアリング（キー14、) 11 ）および 2 +のスラストベアリング（キー 15、) 11）がrTです。
NPS 8-24 バルブの�<、アセンブリ 1 +¥たり、4 +のジャーナルベアリング（キー14、) 12と) 13 ）および 2 +のスラストベアリング
（キー 15、) 12と) 13）がrTです。

2. ドライブfのピンがバルブボディのアクチュエータ2�をdいていることをopして、) 10 にWされているようにバルブボディにディスク（キー 6）
をtgします。

3. ドライブシャフト（キー 7）およびフォロアシャフト（v$されている�<、キー 8）をバルブボディを7してディスクへ�り#けます。

4. シャフトの8とディスクのピンホールをvçさせ、ディスクピン（キー 9）をディスクに©しÐみます。 ピンがディスクに¸¹に�え#けられたら、
パンチまたはâさなのみをv$して3 iでかしめを�います。

� 

ディスクピンが�@�に�りIるのを�ぐために、このかしめVWで、ディスクピンのd1が¥ðしていることをKLしてください。

5. F�フランジガスケット、F�フランジおよびà�ナット（キー 2、3 および 5）を�り#けます。 F�フランジのセレーションfがガスケット
とバルブボディに9していることをopしてください。 V 12 のトルクìに.じてà�ナット（キー 5）を�めます。
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K�の¢_�トルクを>�したñは、zJフランジナット（キー 5）を�めたり(り~したりしないでください。 ナットの(り~しが]�なm
nは、òしいガスケットが]�になります。

ソフトシールの%り&け
1. リング�~にßして、��$シールリング（キー 19）を�
します。リングは) 9でWされているように2�のq+のÈがが�きく、j+の

Èがâさくなっています。) 2 にWすように、3È�のまわりにBいÑがあります。

バルブボディにシールリングを�り#ける7に、シールリングのBい3�Ñにバックアップリング（キー 20）を�り#けておきます。 シールリングの�
り#け7に、ディスクを「F」�
から180� iCさせます（) 10）。

2. バルブには、シールリングおよびバックアップリング・アセンブリを�り#けるrTがあります。 シールリングの�きい+の3Èは、) 9 にWされ
たバルブボディのT-スロットの�0にgります。 ã2がÔHでないドライバで、バルブボディのT-スロット4に、シールリングの�きいÈの+の2
�を�り#けます。

3. シールリングとバックアップリングがバルブボディのT-スロットに¸¹にかみ<うまで、©xにバックアップリングをバルブボディのT-スロットへkdきに
äしÐみます。 NPS 3 dけに�り#ける�<は、) 2 に»って、はみÓし��リングを�り#けます。

4. バルブボディのÑにリテーナガスケット（キー 18）を�
します。

5. シールとガスケットを
いてから、シールリテーナ（キー 16）およびネジ（キー 17）を�り#けます。 シールリテーナがå½+dにÕ�で
きなくなるよう、リテーナネジを�め#けます。ã2がÔHでないツールをv$して、シールリテーナのkにシールリングのリップをßÙくäしÐ
みます。

6. シールがシールリテーナのリップのkにきたらV 9 に»ってネジを�め#けます。 ��でバルブシャフトをDEiりに180° iCさせ、「F」
�
にディスクをæします。


 12. ó¨iなバルブボディのÝ�

シャフトのアクチュ
エータ6の�

ª��cマークはディスクのおおよそのª�
をcします

�?N�りでM
となるディスク

X2X1

GE72464
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メタルシールの%り&け
1. ディスクが「F」�
にある~�で、ディスク（キー 6）�にシールリング（キー 19）を
きます。 リテーナ（キー 16）をシール�にセッ

トして、シールとリテーナが��にvçしたことをopします。

2. バルブボディのÑにリテーナガスケット（キー 18）を�
します。

3. バルブボディにシールリテーナ（キー 16）を#けて、å½+dにÕ�できなくなるよう、リテーナねじ（キー 17）を�めてください。

4. バルブシャフトを90° iCして3 iÖ／Fします。

5. V 9 に»ってリテーナネジを�めてください。

6. バルブを�り#ける7に、������の「アクチュエータの	
」セクションに»ってディスクがFじられていることをrずopしてください。

qÚ�なバルブアセンブリ

1. Õ�パッキンの�<は、������の「パッキンの��」セクションのステップ 5 にWされている�¥する�?��に»ってパッキンを�り
#けてください。 
ENVIRO‐SEAL パッキンの�<は、ロータリバルブ$の  ENVIRO-SEAL パッキンシステムの�����（D101643X012）の�?
に»って、ºしいパッキンシステムコンポーネントを�り#けます。

2. v$されている�<、ドライブシャフト（キー 7）のÑの£にブローアウト��リング（キー 23）を�り#けます。

アクチュエータの�り#け
バルブボディがラインから3された~�で、アクチュエータの�����の�?に»ってバルブボディにアクチュエータを�り#けます。 アクチュエー
タヨークをバルブボディに�り#け、V 13 の�¥するトルクでアクチュエータ�り#け$©さえねじ（キー 31）を�めます。

� 13. ]�なアクチュエータ(り�けボルトのトルク
バルブサイズ ネジのサイズ SAE J429 GRADE 5/NCF3(1)

NPS インチ N�m lbf�ft.

3
1/2-13 102 75

4

6
5/8-11 190 140

8

10
3/4-10 339 250

12

14
7/8-9 508 375

16

18

1-1/4-8 1491 110020

24

1. ネジは��な¨�xをÀ~するために��がrTです。

� 

8590 バルブのディスクの�@のmn、Mけるには、�?N��（バルブボディのアクチュエータ6からOたmn、
 12 t4）に�しま
す。 ディスク（キー 6）をÅ�にzじたª�よりôまで�@させると、シールリング（キー 18）が&�します。

バルブの-./の01

アクチュエータストロークの�iでディスクが¸¹にFじた�
になるようにアクチュエータをuvします。 ディスクが¸¹にFじた�
をÓめるには、
バルブのÛ�とî�（X1 と X2）でのディスクV9とシールリテーナV9の:の:Âをwwします （) 12 を-�）。 2 つのwwìが´
いに 0.25 mm（0.010 インチ）24になるまでディスクをわずかにiして、トラベルストップまたはターンバックルをuvします。 Ìしくは、アク
チュエータの�¥する�����を-�してください。

http://www.emerson.com/documents/automation/127436.pdf
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�Tの�v
このÇÔに�して、_ïりのエマソン:�;またはÜð¼Ýñにご�やお6い<わせの�には、rずバルブのシリアルb�をおòえください。
��$パーツのご�にあたっては、パーツq®Vにあるキーb�、パーツó、ごÁの0eもrずおÞらせください。

�!

Fisher のçè��²�Tのみを`�してください。エマソン・オートメーション・ソリューションズよりõÃされる}~の�Tを Fisher バル
ブに`�すると、いかなるmnもZ�が�Ïになります。またバルブのD�にö÷�がøび、����や��の��をùきCこすおそれが
あります。

�Tキット

ENVIRO‐SEAL パッキン$レトロフィットキット
«Àおvいのバルブのパッキンを ENVIRO-SEAL パッキンシステムにするためのレトロフィットキットをごH$いただけます。 これらのキットは
シングル PTFE またはグラファイトのパッキンにYZしています。 このキットには、ENVIRO-SEAL パッキンシステムをµÃの 8590 バルブに�り
#けるためにrTなすべてのパーツが�まれています。

シャフトの¯°、パッキンボックスのßz、またはエマソンの¸~$��、c;ôä、および	E��をàたさないそのjのコンポーネントがある�
<は、レトロフィットキットの�áのÇ�を/0に�かせなくなる��=があります。

ENVIRO‐SEALパッキンシステム�レトロフィットキット
シャフト1

シングル PTFE パッキン グラファイトパッキン
mm インチ

15.9 5/8 RPACKXRT752 RPACKXRT862

19.1 3/4 RPACKXRT762 RPACKXRT872

31.8 1-1/4 RPACKXRT772 RPACKXRT882

38.1 1-1/2 RPACKXRT782 RPACKXRT892

50.8 2 RPACKXRT792 RPACKXRT902

57.2 2-1/4 RPACKXRT802 RPACKXRT912

63.5 2-1/2 RPACKXRT812 RPACKXRT922

76.2 3 RPACKXRT822 RPACKXRT932

88.9 3-1/2 RPACKXRT832 RPACKXRT942

101.6 4 RPACKXRT842 RPACKXRT952

114.3 4-1/2 RPACKXRT852 RPACKXRT962

www.Fisher.com
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パーツリスト

�*

�$�の'(については、_ïりのエマソン:�;までお6い<わせくだ
さい。

キー �#

 1 Valve Body

 2 Blind Flange

 3* Gasket, Blind Flange

 4 Stud, Blind Flange (4 req'd)

 5 Nut, Blind Flange (4 req'd)

 10* Disk/Shaft Assy

   6 Disk

   7 Drive Shaft

   8 Follower Shaft

   9 Pin, Disk/Shaft (NPS 3-8, 2 req'd, NPS 10-24, 3 req'd)

 11* Key

 12 Washer

 13 Cap Screw

 14* Journal Bearing (NPS 3-6, 3 req'd, NPS 8-24, 4 req'd)

 15* Thrust Bearing (2 req'd)

 16 Seal Retainer

 17 Retainer Screw (NPS 3-8 & 12-16, 2 req'd, NPS 10 & 18-24, 4

req'd)

 18* Gasket, Retainer

 19* Seal

キー �#

 20* O-ring, PTFE Seal

 21* Packing Box Ring

 22* Packing Set

 23 Anti Blowout Ring

 24 Packing Follower

 25 Packing Flange

 26 Packing Stud (NPS 3-8, 2 req'd, NPS 10-24, 4 req'd)

 27 Packing Nut (NPS 3-8, 2 req'd, NPS 10-24, 4 req'd)

 28* Anti-Extrusion Ring

 29 Spring Pack (PTFE ENVIRO-SEAL)

 30 Lubricant

 31 Mounting Cap Screw (NPS 3, 2 req'd, NPS 4-24, 4 req'd)

 32* Packing Washer (3 req'd)

 33 Clamp

 34 Ground Strap

 35 Drive Screw

 36* Anti-Extrusion Ring (NPS 3 soft seal only)

 37 Cable Tie (ENVIRO-SEAL Tag)

 38 Tag, Warning (Packing)

 39 Tag, ENVIRO-SEAL

 40 Tag, Not Dead End

 41 Tag, Phoenix III

 42 Tag, Notice

 43 Nameplate, Fisher

 44 Nameplate, Mfr, CD

 45 Mounting Bracket

*>e¨õ$

http://www.emerson.com/en-us/automation-solutions
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 13. Fisher 8590、NPS 3-6、CL600 バルブアセンブリ

GE69312-A

�*：

]ず PHOENIX III とソフトシールを±�すること

]ず NPS 3 ソフトシールと PHOENIX III シールを±�すること

�cされていない�T：32、33、34、37、38、39、41、42
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 14. Fisher 8590、NPS 8、CL600 バルブアセンブリ

GE69177-A

]ず PHOENIX III とソフトシールを±�すること

�cされていない�T：32、33、34、37、38、39、41、42

�*：
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 15. Fisher 8590、NPS 10-24、CL600 バルブアセンブリ

GE69327-A

]ず PHOENIX III とソフトシールを±�すること

�cされていない�T：32、33、34、37、38、39、41、42

�*：

NPS 10-12

NPS 14-24
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Emerson Automation Solutions 
J�フイツシヤKQmL

MnN$opM$o1-2-5

www.Fisher.com

��の45は、'(のâöのみを��としています。÷Lでは、'(の|o=をouするため_�fのøEをしておりますが、��の45は、�WまたはãWを6わ
ず、ここにQ`されているG$やサービスもしくはそのv$や�$=に�してuäを�うものではないことにごåßください。すべての�Øは、÷LのH$<æに»って�Ý
されています。Emerson は、¨ùなしにいつでもG$のデザインや��を¤¬またはçúするèHをu します。

� 2015, 2019 Fisher Controls International LLC. éêëû・C`をìじます。

Fisher および ENVIRO-SEAL は、Emerson Electric Co. の Emerson Automation Solutions ü��のý�のうちの 1 Lによって;Èされるマークです。
Emerson Automation Solutions、Emerson、および Emerson のロゴは、Emerson Electric Co. の�1およびサービスマークです。 そのjのすべての�
1は、Î;È�に�*します。

Emerson、Emerson Automation Solutions、ならびにÇ�の ûü�のいずれも、�Tについての:ý、`�、メンテナンスにhする¡þは
{�aいません。�Tの>²な:ý、`�およびメンテナンスにRする¡þは、�{、¢M�とエンドユーザにあるものとします。 


